
 

 

ラオスを通して世界に目を向けてみよう（栃木県立栃木特別支援学校 深澤 菜月） 

 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：総合的な学習の時間（英語） 

2. 単元(活動)名：ラオスを通して世界に目を向けてみよう 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 
授業テーマ：「ラオスの小学校を見てみよう」 
 
単元目標： 
ラオスの人々や文化を知ることで、自国との共通点・相違点に気付き、世界のために自分ができること
は何か考えることができる。 

 
  関連する学習指導要領上の目標：  
   探究的な学習に主体的・共同的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しよ

うとする態度を養う。 
 （『中学校学習指導要領』第４章 総合的な学習の時間 第１ 目標） 

4. 単元の評価規準 

①知識及び技能 
世界には多様な文化があることを知り、それぞれの良さに気付く
ことができる。 

②思考力、判断
力、表現力等 

多様な文化を多面的に捉え、世界の現状を知ることで、自分たち
にできることは何か考え、表現することができる。 

③学びに向かう
力、人間性等 

多様な文化や意見に関心を持って、それらを尊重し、国際社会に
おいて親善の心を持つことができる。 

5. 単元設定の理由・
単元の意義 
（児童/生徒観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由】 
多様な文化に関心を持ち、国際社会に生きる一人として世界の人々との親善に努

めようとする態度を育成することを目指して、本単元を設定した。 
ラオスと日本との文化の違いやその面白さに気付き、そこから世界と自分がつな

がっていることを意識しつつ、国際社会における課題を考えることができるよう工夫し
て計画した。 
 
【単元の意義】 
１時間目は、世界の国々について関心を持てるようになることから始めた。 

そして、教師がラオスに行くことに触れ、ラオスの子供たちの生活などを紹介するこ
とで、生徒からラオスの子供たちに聞きたいことを書き出してもらった。 
２～５時間目は、「知る」「気付く」「行動する」の段階を踏んで、ラオスについて学

習できるようにした。物の値段や将来の夢など、生徒が関心を持ちやすいところから
学習を始め、体験的な学習も取り入れた。 
 ６～７時間目は、教師が見聞きしたことやラオスで出会った日本人の活動を 
伝えて、ラオスから世界の問題に目を向けられるようにした。教師が見学した 
施設や日本にあるラオス産の食べ物に触れることで、生徒たちにとって、身近 
で密接に関わっている課題も多いことに気付けるようにした。 
【生徒観】 
 本校病弱教育部門は、小児病棟内の分教室である。生徒の在籍期間は、２週間か
ら１年間以上と様々である。病気やそれに伴う心身の状態、学習の進度具合も様々
であり、学習形態、学習時間、コミュニケーション手段も、それぞれの実態に合わせて
対応している。 

氏名 深澤 菜月 学校名 栃木県立栃木特別支援学校  

担当教科等 小学部（外国語、音楽、図工） 

中学部（英語科、美術） 

対象学年（人数） 分教室 中学部（５名） 

実践年月日もしくは期間（時数） R5年 9月～11月（6時間） 



 

 

 前籍校での外国語（英語）の授業等を通して異文化に触れる機会はあったものの、
ラオスについて学習する機会はほとんどなかったようである。しかしながら、ソーシャ
ルメディア等を通して海外の文化に関心を持っている生徒もおり、外国語（英語）の授
業では、積極的に英語で会話をしたり、聞き取ろうとしたりするなど、意欲的に取り組
んでいる。 
 
【指導観】 
 随時入退院する生徒がいることに加え、病気や治療の状況に合わせた学習を行
っているため、授業に参加する学年、人数はさまざまである。適宜、教室と病室をオ
ンラインでつないで授業を行いながら、学習を進めた。単元を通したねらいも考慮に
入れながら、１時間の中でも「面白い」「分かった」と、発見につながるような授業を
設定するよう意識した。 
また、本授業実践期間には、入院が短期間の生徒も多く在籍していた。初対面の

生徒がいるため、意見の共有や発表を行う際には心理的負担に配慮した。 
さらに、多様な文化や考えを尊重し、人権意識を高められるように、イラストを性別

で分けないなど、使用する教材を工夫した。 

6. 単元計画（全６時間）  

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 

 

(７月) 

世界のい
ろ い ろ な
国を知ろう 

世界には様々
な国があることを
知り、関心を持
つ。 
 また、ラオスの
子供たちについ
て知り、質問した
いことを考える。 

①日本以外の知っている国を挙げる。 
②様々な国旗を見て、自分の好きな国旗を
選ぶ。 

③ホワイトボードの世界地図上に、選んだ国
旗を貼る。 

④教師がラオスを訪問することを知る。 
⑤ラオス語の挨拶、学校等について知る。 
⑥ラオスの子供たちに質問したいことを考え
る。 

⑦ワークシートに感想を記入する。 

・国旗カード 
・パワーポイント 
・ワークシート 

２ 

 

(９月) 

ラオスって
どんな国
だろう 

ラオスの衣食
住、言葉、伝統な
どについて、教師
の経験したことを
見たり聞いたり体
験したりすること
で、他の文化に親
しむ。 

①手元の世界地図を見て、ラオスの場所を
探す。 

②ラオスに関するクイズに答える（挨拶、飛
行時間、衣装、食べ物、住まいなど）。 

③民族衣装シンを試着する体験をする。 
④健康や繁栄を祈る儀式「バーシー」の動画
を見る。 

⑤ミサンガをつけたり、祈りを模倣したりする
ことで「バーシー」を体験する。 

⑥ワークシートに感想を記入する。 

【授業の様子】 

・パワーポイント 
・世界地図（JICA
筑波教材） 

・ラオスで購入した
もの（お菓子、民
族衣装、小物入
れ） 

・現地で撮影した
「バーシー」の動
画 

・ミサンガ 
・ワークシート 

３ 
 

(９月) 

ラ オ ス で

売ってい

る も の を

見てみよ

う 

 ラオスで売って
いる物やその値
段について、教
師の経験したこ
とを見たり聞いた
りすることで、他
の文化に親し
む。 

①生徒の身近な物の値段を考えることで、 
日本の通貨単位は「円」であることに注目
する。 

②国によって様々な通貨単位があることを知
る。また、クイズ形式でラオスの通貨単位
や紙幣の種類を知る。 

③ラオスで売っていた物の値段を見て、日 
本円に換算するといくらになるか知る。 

④ラオスで売っている物や体験できる物の

・パワーポイント 
・ラオスで購入した
物（お菓子、民
族衣装、小物入
れ） 

・ワークシート 



 

 

値段を予想する。 
⑤予想した回答の答え合わせをする。 
⑥ワークシートに感想を記入する。 

４ 
 

(９月) 
 

本時 

 

小学部

との合

同授業 

ラ オ スの
小学校を
見てみよ
う 

ラオスの小学
校の様子や子供
たちの考えから、
日本と同じとこ
ろ・違うところに
気付くことができ
る。 

①前時までの内容を振り返る。 
②ラオスの子供たちの現状や考えを知る。 
③日本とラオスの小学生の将来の夢を予想
する。 

④自分が大切（好き）だと思っているものを
書く。 

⑤ラオスの子供たちの考えと自分の考えを
比べる。 

⑥日本とラオスの小学校の様子や時間割を
比べる。 

⑦ワークシートに感想を記入する。 

・パワーポイント 
・ワークシート 
・写真（ラオスの小
学校の様子、時
間割） 

 
 

(９月) 
 

英語 

私たちの
国を伝え
るには 

ラオスの教科
書に描かれてい
るものやその特
徴に気付くことが
できる。 
 また、自分の国
を知ってもらうた
めの表現につい
て知り、表すこと
ができる。 

①日本とラオスで使われている英語の教科
書を見比べる。 

②ラオスの教科書に描かれているものや、
日本の教科書との相違点、その理由を考
えて記入する。 

③生徒間でプリントを交換し、自分と同じ意
見（〇）、異なる意見（☆）に印をつける。 

④日本を紹介する教科書の内容（英文の一
部）を考える。 

⑤考えた英文を発表する。 
⑥ワークシートに感想を記入する。 

・英語の教科書（ラ
オス版、日本版） 

・ワークシート 

５ 
 

(10月) 

世界の子
供たちに
起きてい
る問題を
知ろう 

 ラオスやその

他の国の子供た

ちに起きている

問題について考

えることができ

る。 

 

①教師のラオス派遣の体験から、ラオスの
文化や学校の様子を知る。 

②ラオスには学校に行くことのできない子供
たちもいることを知る。 

③ラオスやその他の国の識字率について知
る。 

④文字が読めないことを体験する。 
⑤文字の読み書きができないとどのようなこ
とに困るか、ワークシートに書く。 

⑥記入した内容を発表する。 
⑦ワークシートに感想を記入する。 

・パワーポイント 
・ラオス語で「水」
「毒」「薬」と書か
れた紙が貼って
あるボトル 

・ワークシート 

６ 
 

(10月) 

世界と日
本のつな
が り を 考
えよう 

 世界で活躍す
る日本人がいる
ことを知る。 
 世界と日本が
つながっている
ことに気付く。 
 自分たちがで
きることについて
考える。 

①前時の内容を振り返る。 
②学校に行けないと起きることについて、カ
ードを並べて考える。 

③ＪＩＣＡ海外協力隊の隊員（教育分野）のイ
ンタビュー映像を見て、内容をプリントにま
とめる。 

④教師がラオスで見学した施設や、日本で
売っているラオス産の食べ物の写真を見
て、世界と日本はつながっていることに気
付く。 

⑤この授業を通して考えた「自分たちにでき
ること」を、ワークシートに記入する。 

⑥記入した内容を発表する。 
⑦ワークシートに感想を記入する。 

・パワーポイント 
・負の連鎖カード 
・ワークシート 



 

 

【負の連鎖カードを並べている様子】 

 

7．本時の展開（４時間目） 

本時のねらい：多様な文化や考えがあることに気付き、それらを尊重し認め合おうとすることができる。 

過程 

・時間 

教員の働きかけ・発問および学

習活動・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料 

（教材） 

 
 
 
導入 
（10分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
（30分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
（5分） 

 
 
 
１．前時までの内容を振り返
る。 
 
 
２．ラオスの子供たちの現状や
考えを知る。 
 
 
 
 
３．日本とラオスの小学生の将
来の夢を予想する。 
 
 
 
 
 
 
４．自分が大切（好き）だと思っ
ているものを書く。 
 
 
 
５．ラオスの子供たちの考えと
自分の考えを比べる。 
 
 
 
 
６．日本とラオスの小学校の様
子や時間割を比べる。 
 
 
 
 
 
 
 
７．ワークシートに感想を記入
する。 

 
 
 
・前時まで授業を受けていない児童生
徒も理解できるように、大まかにラオス
の文化等について説明する。 
 
・児童生徒からの質問（７月に記入済
み）へ返答する形式で、ラオスの子供
たちについて知ることができるようにす
る（登校方法、好きな遊び、日本のこと
を知っているか、など）。 
 
・日本及びラオスの小学生のなりたい
職業の上位を予想させる。 
・日本とラオスの子供たちの考えの違
いに気付けるようにする。 
・ラオスの子供たちは「家族を守るため
に軍人になりたい」と考えているなど、
理由も合わせて伝える。 
 
・ワークシートに大切（好き）だと思うも
のやことを書くよう伝える。 
・いくつか例を挙げ、児童生徒が考え
やすいようにする。 
 
・ラオスの子供たちが大切（好き）だと
思っていることをスライドに写す。 
・自分が書いたものと同じであれば〇
をつけるよう伝え、比較できるようにす
る。 
 
・ラオスの小学校の様子や時間割を見
て、日本の小学校や教科との共通点・
相違点をワークシートに記入させる。 
・児童生徒間でワークシートを回覧す
る。自分と同じ意見（〇）や異なる意見
（☆）に印をつけることで、自分の意見
を振り返った際に、自らが肯定されたと
感じられるようにする。 
 
・気付いたこと等を記入する。小学部
の児童には、自分の気持ちをイラスト
付きの選択肢から選べるワークシート
を用いるようにする。 

 
 
 
・パワーポイント 
【資料１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・【資料２】（小学生用ワ
ークシート①） 
・【資料３】（中学生用ワ
ークシート①） 
 
 
 
 
 
 
 
・写真（ラオスの小学
校、時間割） 
 
 
 
 
 
 
 
・【資料４】（小学生用ワ
ークシート②） 
・【資料５】（中学生用ワ
ークシート②） 

※本時は、小学部との合同授業として実施した。 



 

 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

・夢や好きなこと、小学校の様子や時間割の相違点・共通点から、その面白さに気付くことができたか。 

［学びに向かう力、人間性］（授業中の様子、ワークシートへの記述） 

9. 学習方法及び外部との連携 

・院内学級では、生徒の病状や治療等に合わせて柔軟に授業を設定することが必要である。単元の６時間目

に、現地でインタビューした、ＪＩＣＡ海外協力隊として派遣されている隊員の映像を用いた。インタビュー映像

を用いた学習にすることで、その日の個々の状況に合わせた対応ができた。 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・授業の学校ホームページへの掲載及び校内便りへの掲載 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 
・本部門の特性上、長期的な計画を立て実践することが難しかった。そのため、１時間の

授業であってもねらいが達成できるように授業を組み立てることに試行錯誤した。 

12. 改善点 ・１時間の中に多くの教材や活動を取り入れたため、学習のねらいがあいまいになった

授業があった。1時間における活動を絞って実施し、学びを深めるべきだった。 

・日本とラオスの相違点を見つける際に、ねらいとは異なる箇所に注目した意見が出た

（例：「ラオスの教室に、（授業者が用意した）パソコンがある」「日本とラオスの教科書に

書かれている、アルファベットの字体が違う」など）。注目させたい箇所を絞って、写真や

映像を提示すべきだった。 

13. 成果が出た点 ・生徒が、本授業実践後に「ラオス語で〈どういたしまして〉は何と言うんですか？」と質問

をしたことをきっかけに、英語の時間に「旅の指さし会話帳ラオス語」という本を用いて、

調べ学習をした。その後、気になった言葉を調べて覚えようとする等、関心を持って自ら

学ぼうとする姿が見られるようになった。 

・ラオスクイズを行った際に、生徒が自ら選択肢を指さした。「なんで分かったの？！」と

教師が問い掛けると、笑顔を見せ、楽しんでいる様子であった。 

・授業実践を重ねるごとに、生徒がラオスや異文化について非常に興味を持ち、理解し

ようとする態度が見られた。生徒の視野が大きく広がったと感じる。 

14. 学びの軌跡（児

童生徒の反応、感

想文、作文、ノート

など） 

 

【ラオスってどんな国だろう】 

・日本と違う文化も多くあったが、スーパーで日本の文化が見られて意外だった。 

・ラオスの文化に驚いたが、ラオスの人にも日本の文化に興味を持ってほしいと思った。 

・伝統の儀式（バーシー）をやってみたいと思った。 

・ラオスで使われている文字が日本と違って面白い。 

・虫はどんな味をしているのだろうと思った。 

 

【ラオスで売っているものを見てみよう】 

・ホームステイ宿泊費が思っていたより安かった。 

・日本円と（ラオスキープの）数がちがって、びっくりした。 

 

【ラオスの小学校を見てみよう】 

・基本的な教室のつくりは日本と同じだが、壁に貼ってあるもので文化や雰囲気の違い

を感じた。 

・国歌を歌うところが日本と違った。 

・ラオス国歌はどんなものだろうと気になった。 

・２人で１つの机を使っているところが、日本と違った。 

・時間割の中に、運動（体育）が少ない。 

・意外と日本と同じところが多かった。 



 

 

【私たちの国を伝えるには】 

・（教科書を見て）ご飯の絵が、ラオスのものになっていた。その方が、親近感がわくから

だと思った。 

・（教科書を見て）マンゴーが書いてあった。よくとれるからだと思った。 

・ラオスの教科書は、ラオスの文化に合わせられていた。「大きなかぶ」など世界的に有

名な本は、いろいろな国で使われていることが分かった。 

・ラオスの教科書は、日本と違うところが多かった。自分のイメージと違っていて面白か

った。 

 

【世界の子どもたちに起きている問題を知ろう】 

・日本とは全然違ったのでびっくりした。外国について知ることができ、行ってみたいと思

った。 

・学校に通えることは当たり前ではないと分かった。 

 

【世界と日本のつながりを考えよう】 

・学校に行って勉強し、力になりたいと思った。 

・日本人が海外で活躍していることを知り、すごいと思った。その反面、それだけ深刻な

んだなと思った。 

15. 授業者による自

由記述 
・小学部との合同授業として実施する際には、ワークシートの種類を複数用意すること

で、発達段階に合わせて取り組めるようにした。 

・ＪＩＣＡ教師海外研修の中の事前・事後研修では、国際理解教育の実践のポイントや効

果的な手法を学ぶことができた。それらを本校の生徒の実態に合わせて取り入れること

で、限られた授業時間数の中でも、楽しみながら異文化への関心を広げていく様子が見

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

参考資料： 

 

 
 

 

 



 

 

 
  



 

 

 
 

 



 

 

 
 

 



 

 

 



 

 

  


